
お茶の水女子大学附属幼稚園
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育育手帖その１を作るとき　

入園前の不安や悩みが少しでも和らいだら……

少しでも安心してスタートすることにつながったら……

という思いがありました

入園前に手に取った保護者の方から

「悩んでいるのは１人じゃないとホッとしました」

「無理にトイレトレーニングをしなくてよいって書いてあって安心しました」

「あったかい気持ちになりました」などの言葉とともに

「もっと具体的に知りたかった」

「先輩の保護者の方にもお話を聞いてみたい」

という声もありました

さらには「入園してみて気づいたこと、分かったこともありました」

という声も聞かれました

入園前後の保護者の方の様々な思いを感じられ

対話のきっかけとなったことを嬉しく思います
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入園前は不安で 全部知りたい 答えてもらいたい
そういう気持ちがあるのではないでしょうか？

でも幼稚園は それまでの育ちの違う子ども
まだ出会っていない子どもに対して

ぴったりあてはまる答えをお示しできるのかな
と考えてしまうことがあります

まずは幼稚園と出会って お互いを知り合って
それからたくさん会話して

子どもの育ちを一緒に見守っていきませんか？

『育育手帖その２』は
保護者から語られた思いや子どもの姿に

幼稚園の思いを重ねました

子どもも　親も　保育者も
みんな心地よく　みんなで育っていきたい

そんな思いを込めてこの冊子をお届けします
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お子さんの０歳　１歳　２歳の頃を思い出してみましょう

ミルクから離乳食　そして親と同じ食事を取れるようになりました
ハイハイができ　立ち上がり　歩いて走るようにもなりました
言葉も少しずつ出てきて　いつの間にこんな言葉を覚えたの？

とびっくりすることもあるでしょう

そう　少しずつ育ってきているのです
少し育つと　次は？　次は？と

思ってしまうこともあるかもしれません

２歳を過ぎると　興味のままにずっとそこを見ていたり
そうかと思うと　いきなり違うところに行ったり

いつも同じ服を着たがったり
晴れていても長靴を履きたがったり
そういうことはありませんでしたか

子どもは思いついたままに動きますね
夢中になること　試してみること　主張してみること

どれも大事な経験をしています

その続きにいる３歳です
子どもの成長はつながっています

いろいろな人　場所　物との出会いを通して
少しずつ変わっていくのです

今が　それまでの生活とのつながりにあることを心にとめて
ページをめくってみてください



■はじめに

■０・１・２歳の頃

■入園した頃

■幼稚園で

■しばらく経って

■幼稚園より
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入園した頃を思い返して･･･
こんな姿・こんな気持ちでした
「ずっといて」～登園時～ 「今日も一人だった」～母の不安～

入園前、どこへ行ってもずっと親子一緒でした。
あまり先のことは考えず
「周りの環境や先生に頼ろう。
なるようにしかならない！」
と思って入園しました。
でも、いざ通い始めると
子どもから「ずっといて」と言われ、
「どうしよう…ずっとこのままかな」と不安に…
先生に「様子を見ていてください」と言われ、
子どもが先生に抱っこされて過ごしているのを
離れて見ていました。
しばらく経つと、子どもが自分から
「いなくても大丈夫」と言って、遊び出しました。

５月には、裸足で遊ぶ姿を見ました。
幼稚園で自分が出せるようになったんだな、
環境や先生の存在が大きいな、
と感じます。

初めての集団生活。
友達と仲良くできるか、楽しめるか、
トラブルが起きたら･･･？と母が不安でした。
入園後、子どもの「今日も一人だった」
の言葉によけい心配に。
でも、先生から声をかけてもらい、話をして、
様子が分かって安心していきました。

子どもが「もっと幼稚園で遊びたい」
と言うのが嬉しく、
自分で居場所を作っていっていたなと感じます。
大人はもっと安心して
送り出すことが大事だな、と思っています。　

～園より～
一人ひとりその人なりの
やり方で、リズムで、
家庭と園がゆるやかに
つながっていくといいな
と思っています。

～園より～
お母さんと担任が
つながっていると
子どもたちも

ほっとするようです。
一緒に悩み、一緒に喜びながら

子どもたちの育ちを
支えていきたいですね。

「なにしたらいい？」
～自由さに戸惑う～

友達とのかかわり～興味が出てきて～

入園してみると、
幼稚園の「遊んでいい」雰囲気に
なにをしたらいいか分からずに
戸惑う姿がありました。
そこから、年中になり、
やってみたいな、自分でやってみよう、
という気持ちが出てきたなと思います。

思い返してみると、
母にも「親は何かを教える人」という
意識がありました。
けれど幼稚園で過ごす中で、
親も一緒に喜んじゃっていいんだ！
という意識に変わっていき、
落ち葉拾いなども
一緒に楽しめるようになりました。

母も子どもも
一緒に変わってきたんだな
と思います。

入園後、母の心配とは裏腹に
「自分のペースでよく遊んでいますよ」と
先生から伺い、安心しました。
けれど、だんだん友達への興味が出てきて
関わりが生まれてくると、
思いがうまく伝えられなかったり、
けんかをしたり、だんだんと大変に……。

年長になったいま、振り返ってみると、
自分の居場所を見つけて
生き生き自信を身につけてきたなと思います。
母が思う以上に、たくましく、
しっかり前を向いて
歩いているのかもしれないです。

～園より～
何をしようかなと

周りをじっと見ている姿も
大事にしながら、

その子の見つけた好きや
お気に入りを一緒に

たくさん楽しみたいです。

～園より～
まずは安心して

自分の好きなことを
たっぷり楽しんでほしい。
遊びを通して友達と出会い、
だんだんと一緒に過ごす
心地よさや楽しさを

感じていってほしいなと
願っています。

幼稚園では、２歳児から３歳児のつながりに着目して研究をする中で
保護者と副園長が園内で語り合う「ホットモタイム」を行ってきました。
３学年の保護者10名程が集い、それぞれに語られた入園当時の思いや
振り返って感じることを、いくつかご紹介します。




